
令和 8 年度「全国学力調査」結果・分析 

 

【国語】 

平均正答率は 59.1%で、文章を「書くこと（47.2%）」や「情報の扱い方（48.3%）」に課題が見られます。特

に、情報を引用して考えを書く問題（33.5%）や自分の考えをまとめる問題（20.5%）など、根拠を示して文章を

構成する記述式で正答率が低い状況です。 

 

→短文記述の活動時間を確保し、段階的に書く力を高めます。ワークシート等を活用し「構成メモを作る」「根

拠とセットで書く」指導を通して、条件に沿って考えをまとめる力を育てます。 

ご家庭でも日頃の疑問や感想について「なぜそう思ったか」を話題にし、理由を言葉にする経験を重ねていた

だければ幸いです。 

 

【算数】 

平均正答率は 63.0%で全国平均を上回っていますが、「変化と関係（50.0%）」や「データの活用（52.6%）」に

課題があります。特に割合や混み具合の判断（43.2%）や、二次元の表から複雑な条件を読み取る問題（28.4%）

などで正答率が低くなっています。 

 

→割合や比較の概念理解に向け、図や数直線を用いた視覚的な指導を強化します。また、複雑な表やグラフか

ら条件に合う情報を読み取り整理する学習活動を増やします。「なぜその式になるのか」解き方の根拠を図や言

葉で説明し合う言語活動を通じ、論理的に考えを表現する力を伸ばしていきます。 


